
N0305の1 【教室掲示用】

月はじめは 21時ころ 

10日前後は20時20分ころ 

20日前後は19時40分ころ 

月まつは 19時ころ 

いま、東の空には大きなペガスス座の四辺

形が見えます。これが神話では勇士ベルセウ

スが魔女メドゥサの首を切り落としたとき、

血の中からおどり出たという翼のはえた天馬

ペガススの胴体にあたります。

その右に逆さになった馬の首、上に2本の

前足をのばした形がとてもよくわかります。

ペガスス座の左には鼓精読や小さな琶驚鏡

でもわかるM3 1という銀河があるアンドロメ

ダ座が見やすくなってきました。

また、ペガスス座の下には、大きなうお座が

昇ってきましたが、 4等星以下の星ばかりで目

立ちません。 V字がたが目印で、これは2匹が

はなれないように尾の部分を結んだ姿です。

西の星空

一般に、西の空はかすんでいて、星座が

はっきりしないことが多いのですが右の図の

ヘルクレス座とへびつかい座は大きくて形が

整っているので、とてもよくわかります。

そのヘルクレス座には、 M1 3というとても

有名な球,状星団があり、窒謹鏡を使えば、

星がたくさん集まっている様子を観察すること

ができます。

夏を代表する星座さそり座も、低い位置で

はありますが、まだ見ることができます。


